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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
薬 液 を 収 容 可 能 な 容 器 と 、
前 記 容 器 を 保 持 す る た め の 保 持 体 と 、
前 記 容 器 内 と 連 通 さ れ 前 記 保 持 体 を 貫 通 し て 当 該 保 持 体 か ら 外 方 へ 突 出 す る 複 数 の 中 空 の
針 と 、
前 記 容 器 内 の 薬 液 を 前 記 針 を 介 し て 経 皮 的 に 皮 内 へ 注 入 す る た め の 駆 動 力 を 提 供 す る 薬 液
駆 動 手 段 と を 有 し 、
前 記 薬 液 駆 動 手 段 は 、 前 記 容 器 内 の 薬 液 を 押 圧 す る た め の 板 ば ね を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
薬 液 を 収 容 可 能 な 容 器 と 、
前 記 容 器 を 保 持 す る た め の 保 持 体 と 、
前 記 容 器 内 と 連 通 さ れ 前 記 保 持 体 を 貫 通 し て 当 該 保 持 体 か ら 外 方 へ 突 出 す る 複 数 の 中 空 の
針 と 、
前 記 容 器 内 の 薬 液 を 前 記 針 を 介 し て 経 皮 的 に 皮 内 へ 注 入 す る た め の 駆 動 力 を 提 供 す る 薬 液
駆 動 手 段 と を 有 し 、
前 記 薬 液 駆 動 手 段 は 、 前 記 容 器 内 に 挿 入 さ れ る ガ ス ケ ッ ト を 押 圧 す る た め の コ イ ル ば ね を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
薬 液 を 収 容 可 能 な 弾 性 材 料 か ら な る バ ル ー ン と 、
前 記 バ ル ー ン 内 と 連 通 す る 通 路 を 備 え た 接 続 部 と 、
前 記 接 続 部 を 保 持 す る た め の 保 持 体 と 、
前 記 通 路 と 連 通 さ れ 前 記 保 持 体 を 貫 通 し て 当 該 保 持 体 か ら 外 方 へ 突 出 す る 複 数 の 中 空 の 針
と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 薬 液 を 経 皮 的 に 皮 内 へ 注 入 す る た め の 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
薬 液 を 送 出 可 能 な 電 動 ポ ン プ と 、



前 記 電 動 ポ ン プ と 連 通 す る 通 路 を 備 え た 接 続 部 と 、
前 記 接 続 部 を 保 持 す る た め の 保 持 体 と 、
前 記 通 路 と 連 通 さ れ 前 記 保 持 体 を 貫 通 し て 当 該 保 持 体 か ら 外 方 へ 突 出 す る 複 数 の 中 空 の 針
と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 薬 液 を 経 皮 的 に 皮 内 へ 注 入 す る た め の 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 保 持 体 は 、 先 端 側 に 開 口 す る 凹 状 部 と 、 当 該 凹 状 部 内 の 空 気 を 吸 引 す る た め の 吸 引 口
と を 有 し 、
前 記 針 は 、 前 記 凹 状 部 の 内 側 底 面 か ら 外 方 へ 突 出 し て お り 、
前 記 吸 引 口 か ら 空 気 を 吸 引 す る こ と に よ り 、 前 記 凹 状 部 の 内 側 底 面 に 皮 膚 を 引 き 寄 せ て 接
触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 保 持 体 の 皮 膚 に 接 触 可 能 な 端 面 に 形 成 さ れ た 粘 着 剤 を 含 む 粘 着 層 を さ ら に 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 針 の 先 端 の 外 径 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 か つ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、
前 記 針 の 基 端 の 外 径 は 、 先 端 の 外 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ
か １ つ に 記 載 の 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 針 は 、 外 径 が 先 端 か ら 基 端 に 向 か っ て 漸 増 し て い る 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 薬 液 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 針 は 、 基 端 か ら 前 記 保 持 体 の 端 面 に 対 応 す る 位 置 ま で の 基 部 と 、 前 記 保 持 体 の 端 面 か
ら 突 出 し 、 生 体 内 に 穿 刺 可 能 な 部 分 で あ る 穿 刺 部 と か ら な り 、
前 記 穿 刺 部 の 全 長 は 、 １ ｍ ｍ 以 上 か つ ２ ． ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 薬 液 注 入 装 置 。
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